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４
市
町
村
の
合
併
に
向
け
て

本
格
協
議
が
ス
タ
ー
ト

『
伊
勢
地
区
合
併
協
議
会
』を
設
立

▲3月1日の設立初日、サンアリーナ内の事務局に新しい看板を設置しました

伊
勢
市
、
二
見
町
、
小
俣

町
、
御
薗
村
の
４
市
町
村
は
、

３
月
１
日
、
法
定
の
『
伊
勢

地
区
合
併
協
議
会
』
を
設
立

し
ま
し
た
。

４
市
町
村
は
、
一
昨
年
の

８
月
に
任
意
合
併
協
議
会
を

設
立
し
、
こ
れ
ま
で
合
併
に

向
け
て
の
調
査
・
研
究
、
協
議

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
去
る
２
月
25
日
、
各

市
町
村
の
臨
時
議
会
で
法
定

合
併
協
議
会
設
立
の
た
め
の

関
連
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
賛
成
多
数
も
し
く
は
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
に
当
た
っ
て
は
、
協

議
会
規
約
に
基
づ
き
、
会
長
・

副
会
長
を
次
の
通
り
選
任
し

ま
し
た
。

会
長　

水
谷
光
男
伊
勢
市
長

副
会
長　

辻
三
千
宣
二
見
町
長

〃
　

奥
野
英
介
小
俣
町
長

〃
　

中
北
隆
敏
御
薗
村
長

事
務
局
は
、
県
営
サ
ン
ア

リ
ー
ナ
内
の
任
意
協
議
会
の

事
務
所
と
職
員
を
そ
の
ま
ま

引
き
継
ぎ
、
業
務
に
当
た
り

ま
す
。

３
月
１
日
の
設
立
初
日
、

水
谷
会
長
は
、
事
務
局
の
入

口
に
真
新
し
い
看
板
を
掲
げ

た
後
、
職
員
一
人
ひ
と
り
に

辞
令
を
交
付
し
、
訓
辞
を
行

い
ま
し
た
。

当
協
議
会
は
、
市
町
村
合

併
の
正
式
な
協
議
を
行
う
た

め
の
法
律
に
基
づ
い
た
組
織

で
、
合
併
協
定
項
目
や
事
務

事
業
の
調
整
・
協
議
、
新
市

建
設
計
画
の
作
成
な
ど
を
主

な
業
務
と
し
、
今
後
、
月
２

回
の
ペ
ー
ス
で
協
議
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

こ
こ
で
協
議
・
調
整
し
た

内
容
は
、
合
併
の
申
請
に
必

要
な
「
合
併
協
定
書
」
と
し

て
取
り
ま
と
め
、
４
市
町
村

長
に
よ
る
調
印
の
後
、
議
会

の
議
決
を
得
て
、
三
重
県
知

事
へ
申
請
す
る
こ
と
で
合
併

手
続
き
が
完
了
し
ま
す
（
７

ペ
ー
ジ
に
手
続
き
の
流
れ
を

掲
載
）。

な
お
、
任
意
協
議
会
は
３

月
31
日
に
解
散
し
ま
し
た
。
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▲3月25日に県営サンアリーナで開催した第1回協議会

伊
勢
地
区
合
併
協
議
会
は
、設
立
後
、初
の
会
合
と
な
る
「
第

１
回
協
議
会
」
を
３
月
25
日
、
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し

ま
し
た
。
委
員
は
市
町
村
長
、
議
長
の
ほ
か
、
議
員
代
表
や
住

民
代
表
で
構
成
し
、
こ
の
日
、
住
民
代
表
な
ど
の
学
識
経
験
者

12
名
と
監
査
委
員
２
名
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

報
告
事
項
６
件
、
審
議
事
項
８
件
、
協
議
事
項
２
件
を
す
べ
て

承
認
・
可
決
し
ま
し
た
が
、
合
併
協
定
項
目
の
提
案
事
項
４
件

は
、
各
市
町
村
で
検
討
の
後
、
第
３
回
協
議
会
で
協
議
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

各種規程や予算などの審議事項、
合併協議方針などを可決

第1回伊勢地区合併協議会を開催

伊
勢
地
区
合
併
協
議
会
は
、

「
第
１
回
協
議
会
」
を
３
月

25
日
、
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

の
国
際
会
議
場
で
開
催
し
ま

し
た
。

記
念
す
べ
き
初
会
合
の
開

会
に
先
立
ち
、
会
長
・
副
会

長
が
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

水
谷
光
男
会
長
（
伊
勢
市
長
）

「
去
る
３
月
１
日
に
伊
勢
地

区
合
併
協
議
会
が
設
立
で
き
、

感
激
と
感
慨
ひ
と
し
お
で
す
。

皆
様
方
の
お
力
添
え
、
お
知

恵
も
拝
借
し
な
が
ら
、
こ
の

地
域
の
発
展
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
の
幸
せ
に
繋つ

な

が
る
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を

挙
げ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。」

辻
三
千
宣
副
会
長
（
二
見
町

長
）　
「
伊
勢
地
区
合
併
協
議

会
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
り
、
感
無
量
で
す
。
４
市

町
村
の
合
併
推
進
に
向
け
て
、

一
段
と
真
剣
な
協
議
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

奥
野
英
介
副
会
長
（
小
俣
町

長
）　
「
通
常
で
す
と
、
も
う

少
し
早
く
こ
の
協
議
会
が
で

き
た
は
ず
で
す
が
、
小
俣
町

等
い
ろ
ん
な
問
題
で
遅
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り

し
た
議
論
を
進
め
、
し
っ
か

り
し
た
新
し
い
市
に
向
け
、

皆
さ
ん
の
お
知
恵
を
拝
借
し

な
が
ら
、
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。」

中
北
隆
敏
副
会
長
（
御
薗
村

長
）　
「
未
来
・
将
来
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
が
大
切
で
、
住

民
の
満
足
感
、
住
民
の
思
い

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
合
併

を
成
し
遂
げ
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。」

＊　
　

＊　
　

＊

協
議
会
委
員
は
、
４
市
町

村
の
首
長
、
議
長
の
ほ
か
、

議
員
代
表
各
１
名
と
住
民
代

表
な
ど
の
学
識
経
験
者
12
名

で
構
成
し
ま
す
（
委
員
名
簿

は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。
会

長
・
副
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
の
「
委
員
委
嘱
式
」

で
は
、
協
議
会
委
員
の
う
ち

の
学
識
経
験
者
と
監
査
委
員

２
名
に
水
谷
会
長
が
委
嘱
状

を
手
渡
し
ま
し
た
。

今
回
の
議
事
は
、
報
告
事

項
６
件
、
審
議
事
項
８
件
、

協
議
事
項
２
件
、
提
案
事
項

４
件
で
、
こ
れ
ら
の
概
要
は

次
の
通
り
で
す
。
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「
協
議
会
規
約
」
や
「
事
務

局
規
程
」
な
ど
、
主
に
法
定

協
議
会
設
立
に
関
す
る
６
件

の
事
項
を
報
告
し
ま
し
た
。

■
協
議
会
の
設
立
経
緯

平
成
14
年
８
月
16
日
の
任

意
協
議
会
設
立
か
ら
、
法
定

協
議
会
へ
移
行
す
る
ま
で
の

主
な
取
り
組
み
の
概
要
や
審

議
・
協
議
結
果
等
を
説
明
し

ま
し
た
。

■
協
議
会
規
約

２
月
25
日
に
４
市
町
村
の

議
会
で
可
決
さ
れ
た
協
議
会

規
約
の
詳
細
を
説
明
し
ま
し

た（
左
に
要
点
抜
粋
を
掲
載
）。

■
専
門
部
会
及
び
分
科
会
設

置
規
程

合
併
に
関
す
る
事
項
を
専

門
的
に
協
議
・
調
整
す
る
た

め
、
専
門
部
会
及
び
分
科
会

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。
協

議
会
の
議
案
等
は
、
分
科
会
・

専
門
部
会
で
調
整
案
を
検
討

し
、
幹
事
会
や
助
役
会
議
で

の
協
議
・
調
整
を
経
て
、
提

案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
町
村
の
担
当
課
長
等
で
構

成
す
る
専
門
部
会
は
46
部
会
、

係
長
等
で
構
成
す
る
分
科
会

は
63
部
会
で
す
。

■
事
務
局
規
程

伊
勢
地
区
合
併
協
議
会
に

事
務
局
を
置
き
、
協
議
会
の

運
営
に
関
す
る
事
務
を
担
任

し
ま
す
。
事
務
局
長
以
下
、

総
務
班
、
計
画
班
、
調
整
班

の
３
班
体
制
と
な
り
ま
す
。

■
財
務
規
程

伊
勢
地
区
合
併
協
議
会
の

財
務
に
関
し
て
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
で
、
協
議
会

の
予
算
、
補
正
予
算
、
決
算

の
ほ
か
、
財
務
事
務
を
規
定

し
ま
す
。

■
委
員
等
の
公
務
災
害
補
償

に
関
す
る
協
定

協
議
会
委
員
等
の
公
務
災

害
・
通
勤
災
害
等
の
不
測
の

事
態
に
備
え
、
公
務
災
害
補

償
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
協

定
を
３
月
１
日
に
締
結
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
協
議

会
委
員
を
各
市
町
村
の
非
常

勤
の
地
方
公
務
員
と
し
て
任

用
し
、
市
町
村
の
制
度
を
適

用
し
ま
す
。

承認

承認

承認承認承認

承認

各
種
「
規
程
の
制
定
」
に

関
す
る
事
項
や
「
協
議
会
予

算
」
な
ど
、
８
項
目
の
議
案

を
審
議
し
ま
し
た
。

■
会
議
運
営
規
程
の
制
定

こ
の
規
程
は
、
協
議
会
の

会
議
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
で
す
。
会
議
は

公
開
が
原
則
で
、
傍
聴
人
の

定
員
は
50
人
。
ま
た
、
会
議

録
や
会
議
資
料
も
公
開
し
ま

す
。
議
事
の
決
定
は
全
会
一

致
が
原
則
で
、
採
決
の
必
要

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
出
席

委
員
の
３
分
の
２
以
上
の
賛

成
で
決
し
ま
す
。

報
告
事
項

審
議
事
項

可決

伊勢地区合併協議会規約（要点抜粋）

（協議会の担任する事務）

第 3条　協議会の担任事務は、次に掲げるとおりとする。
　構成市町村の合併に関する協議
　法第 5条の規定に基づく新市建設計画の作成
　そのほか、構成市町村の合併に関し必要な事項
（会長及び副会長）

第 6条　会長及び副会長は、構成市町村の長が協議して、次条に規
定する委員となるべき者のうちから選任する。
（委員）

第 7条　委員は、次に掲げる者（会長を除く）を充てる。
　構成市町村の長
　構成市町村の議会の議長
　構成市町村の議会から選出する議員（議長を除く）　1名
　成市町村の長が協議して定めた学識経験者　12名以内
（職員等の出席）

第11条 会長は、必要に応じて構成市町村の職員等を会議に出席させ、
説明又は助言を求めることができる。　
（小委員会）

第12条 協議会は、担任事務の一部について調査、審議等を行うため、
小委員会を置くことができる。
（助役会議等）

第13条 協議会に提案する必要な事項について協議又は調整を図るた
め、 協議会に助役会議及び幹事会を置く。
（専門部会等）

第14条 構成市町村の合併に関する事項を専門的に協議又は調整を図
るため、協議会に専門部会及び分科会を置くことができる。
（事務局）

第15条 協議会の事務を処理するため、協議会に事務局を置く。
 2　協議会の事務に従事する職員は、三重県知事が指名する三重県の
職員及び構成市町村の長が協議して定めた者をもって充てる。
（経費の負担）

第16条　協議会に要する経費は、構成市町村で協議して負担する。
（協議会解散の場合の措置）

第20条 協議会が解散した場合においては、協議会の収支は、解散の
日をもって打ち切り、会長であった者がこれを決算する。
　　附　則
この規約は、平成16年 3月 1日から施行する。


開
会
に
先
立
っ
て
あ
い
さ
つ
を

　

す
る
水
谷
会
長
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■
会
議
運
営
の
申
し
合
わ
せ

協
議
会
の
会
議
は
、
原
則

と
し
て
毎
月
第
２
・
第
４
木

曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
国
際

会
議
場
で
開
催
し
ま
す
。

協
議
事
項
は
、
提
案
・
説

明
を
行
っ
た
次
々
回
の
会
議

で
改
め
て
協
議
・
審
議
す
る

こ
と
と
し
、
そ
の
間
、
各
市

町
村
内
で
そ
の
内
容
に
つ
い

て
協
議
・
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
協
議
・
調
整
事
項
は
、

協
議
会
で
の
合
意
・
決
定
を

も
っ
て
最
終
確
認
と
し
、
合

意
・
確
認
し
た
事
項
は
、
原

則
と
し
て
再
協
議
は
行
い
ま

せ
ん
。

■
小
委
員
会
設
置
規
程
の
制

定新
市
建
設
計
画
の
原
案
づ

く
り
の
た
め
、「
新
市
建
設

計
画
作
成
小
委
員
会
」
を
設

置
す
る
も
の
で
、
そ
の
委
員

は
協
議
会
委
員
の
中
か
ら
会

長
が
指
名
し
ま
す
（
委
員
は

名
簿
の
＊
印
）。
ま
た
、
詳

細
な
検
討
を
行
う
た
め
、
市

町
村
職
員
、
協
議
会
事
務
局

職
員
で
構
成
す
る
「
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
」
も
設
置
し
ま

す
。

■
助
役
会
議
及
び
幹
事
会
規

程
の
制
定

協
議
会
へ
の
提
案
事
項
を

あ
ら
か
じ
め
協
議
・
調
整
す

る
機
関
と
し
て
、
助
役
会
議

及
び
幹
事
会
を
設
置
し
ま
す
。

助
役
会
議
は
４
市
町
村
の
助

役
で
、
幹
事
会
は
市
町
村
長

が
指
名
す
る
職
員
４
人
で
組

織
し
ま
す
。

■
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
規
程
の
制

定こ
れ
は
協
議
会
委
員
の
報

酬
や
旅
費
の
費
用
弁
償
に
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で

す
。

■
平
成
15
年
度
予
算

平
成
15
年
度
の
予
算
総
額

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
14

可決

可決可決可決

万
４
千
円
で
、
歳
出
の
内
訳

は
、
会
議
費
が
９
万
４
千
円
、

事
務
局
費
が
５
万
円
で
す
。

具
体
的
に
は
、
会
議
費
は
委

員
の
報
酬
と
交
通
費
、
会
場

使
用
料
、
事
務
局
費
は
看
板

や
公
印
・
受
付
印
の
作
成
経

費
で
す
。
対
す
る
歳
入
は
、

均
等
割
30
％
、
人
口
割
70
％

の
割
合
で
４
市
町
村
が
負
担

し
ま
す
。

■
平
成
16
年
度
事
業
計
画

協
議
会
で
は
、「
合
併
協
定

項
目
」
や
「
事
務
事
業
」
の

調
整
・
協
議
を
行
い
、「
新
市

建
設
計
画
」
の
作
成
に
も
当

た
り
ま
す
。
ま
た
、
事
務
局

で
は
、
助
役
会
議
、
幹
事
会
、

専
門
部
会
、
分
科
会
を
開
催

し
、
協
議
会
へ
の
提
案
に
向

け
て
の
協
議
・
調
整
に
努
め

ま
す
。
合
併
推
進
事
業
と
し

て
は
、「
協
議
会
だ
よ
り
」

の
発
行
と
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

作
成
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
の

規
範
と
な
る
「
新
市
建
設
計

画
」
の
作
成
、「
電
算
シ
ス
テ

ム
」
の
統
合
、新
市
の
「
例
規
」

整
備
、「
総
合
交
通
体
系
」

の
確
立
に
向
け
た
調
査
な
ど

可決

▼協議会委員名簿
区　 分 氏　 名 所属・役職名 備 考

１号委員
（市町村長）

水谷　光男 伊勢市長 会　長
辻　三千宣 二見町長 副会長
奥野　英介 小俣町長 〃
中北　隆敏 御薗村長 〃

２号委員
（市町村議会議長）

長岡　敏彦 伊勢市議会議長
濱口　憲敏 二見町議会議長
廣　　政男 小俣町議会議長
世古口新吾 御薗村議会議長

３号委員
（市町村議会代表）

国府　保幸
伊勢市議会市町村合併
特別委員会委員長

若林　英喜
二見町議会市町村合併
特別委員会委員長

中山　裕司
小俣町議会４市町村合併
推進特別委員会委員長

西村　元男
御薗村議会市町村合併
検討特別委員会委員長

４号委員
（学識経験者）

山崎　　智 伊勢市（＊）
前田世利子 元新市まちづくり委員 伊勢市（＊）
中村　基記 伊勢市（＊）
八木　直己 二見町（＊）
奥野　雅則 元新市まちづくり委員 二見町（＊）
松家香代子 元新市まちづくり委員 小俣町（＊）
小久保　勇 小俣町（＊）
大西　勝洋 元新市まちづくり委員 御薗村（＊）
中村　　正 御薗村（＊）

櫻井　治男
皇學館大学教授･
元新市まちづくり委員

（＊）

岩崎　恭典 四日市大学教授 （＊）
田岡　光生 南勢志摩県民局長

監査委員
前田　賢二 小俣町代表監査委員
西田　道郎 御薗村代表監査委員

○「新市まちづくり委員」は、4市町村の住民代表として、昨年３月、
「新市建設計画」の基礎となる「新市将来構想」をまとめました。
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を
進
め
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

実
務
担
当
者
の
「
先
進
地
視

察
」
や
「
住
民
説
明
会
」
も
実

施
し
ま
す
。

■
平
成
16
年
度
予
算

平
成
16
年
度
の
予
算
総
額

を
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３

千
５
百
11
万
５
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。
歳
出
の
主
な
も

の
は
、
委
員
報
酬
や
会
場
使

用
料
等
の
会
議
費
が
２
百
30

万
８
千
円
、
職
員
の
旅
費
や

消
耗
品
費
、
公
用
車
の
燃
料

費
な
ど
の
事
務
局
費
が
７
百

68
万
８
千
円
、
協
議
会
だ
よ

り
の
発
行
や
住
民
説
明
会
・

可決

住
民
意
識
調
査
資
料
・
新
市

例
規
の
印
刷
、
電
算
シ
ス
テ

ム
統
合
化
調
整
業
務
な
ど
、

事
業
計
画
の
推
進
経
費
が
２

千
５
百
11
万
９
千
円
で
す
。

こ
れ
ら
に
充
当
す
る
財
源
、

歳
入
は
、
主
に
３
千
32
万
８

千
円
の
市
町
村
負
担
金
と
４

百
78
万
６
千
円
の
県
支
出
金

で
す
。
市
町
村
負
担
金
の
額

は
、
均
等
割
と
人
口
割
の
負

担
割
合
に
基
づ
き
、
伊
勢
市

１
千
百
９
万
３
千
円
、
二
見

町
６
百
25
万
１
千
円
、
小
俣

町
６
百
73
万
７
千
円
、
御
薗

村
６
百
24
万
７
千
円
と
な
り

ま
す
。

可決

協
議
事
項

「
合
併
協
定
項
目
及
び
協

議
方
針
」
と
「
新
市
建
設
計

画
作
成
方
針
」
の
２
件
を
協

議
し
ま
し
た
。

■
合
併
協
定
項
目
及
び
協
議

方
針

「
合
併
協
定
項
目
」
は
、

大
き
く
24
に
分
類
し
、
そ
の

う
ち
の
「
各
種
事
務
事
業
」

を
さ
ら
に
22
に
分
類
し
て
い

ま
す
。

今
後
、
法
定
協
議

会
で
は
、
任
意
協
議

会
で
の
協
議
過
程
や

結
果
を
十
分
に
踏
ま

え
な
が
ら
調
整
・
提

案
し
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
な
調
整
方

針
と
し
て
、
一
つ
に

「
構
成
市
町
村
間
の

調
整
は
原
則
と
し
て

新
市
の
制
度
に
統
一

す
る
」、
二
つ
目
に

「
住
民
負
担
を
伴
う

項
目
は
、
負
担
増
に

な
ら
な
い
よ
う
努
め
る
」、
三

つ
目
と
し
て
「
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
部
分
は
一
元
化

に
努
め
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
に

は
留
意
す
る
」
こ
と
を
基
本

に
協
議
を
進
め
ま
す
。

■
新
市
建
設
計
画
の
作
成
方

針法
定
協
議
会
は
、
合
併
市

町
村
の
建
設
の
総
合
的
・
効

果
的
な
推
進
と
一
体
性
の
速

や
か
な
確
立
、
住
民
の
福
祉

向
上
の
た
め
、「
新
市
建
設

計
画
」
を
作
成
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
計
画
の
期
間
は

▲会長から各委員に委嘱状が手渡されました

概
ね
10
年
で
、
こ
の
計
画
に

掲
げ
る
事
業
に
は
、
合
併
特

例
法
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な

財
政
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
建
設
計
画
の
作
成
体

制
は
、
11
名
の
委
員
で
新
市

建
設
計
画
作
成
小
委
員
会
を

設
置
し
、
計
画
案
を
総
合
的

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
計

画
作
成
の
基
本
方
針
は
、
任

意
協
議
会
で
作
成
し
た
新
市

将
来
構
想
を
も
と
に
、
４
市

町
村
の
総
合
計
画
等
と
の
整

合
も
図
り
な
が
ら
ま
と
め
て

い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

可決

可決

▼平成16年度伊勢地区合併協議会事業計画

事業項目 事業計画

合 併 協 議 会

１．協議会の開催
　　合併協定項目の協議
　　事務事業一元化の協議
２．新市建設計画の作成

助役会議・幹事会
会議の開催（随時）
・協議会提出案件の協議、調整

専門部会・分科会
会議の開催（随時）
・合併に関する事項の専門的な
協議、調整

合併推進事業

１．啓発事業
　　合併協議会だよりの発行
　　ホームページの構築
２．新市建設計画作成事業
３．電算システム統合事業
４．新市例規整備事業
５．総合交通体系調査事業

そ の 他 事 業

１．先進地視察
２．住民説明会の開催
３．小委員会の設置
４．その他
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提
案
事
項

「
提
案
事
項
」
は
、
合
併

協
定
項
目
の
調
整
内
容
を
事

前
に
提
案
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
場
で
決
定
は
せ
ず
に
各

市
町
村
に
持
ち
帰
っ
て
協
議
・

検
討
し
た
後
、
次
々
回
（
約

１
か
月
後
）
の
協
議
会
で
「
協

議
事
項
」
と
し
て
協
議
し
、
決

定
し
ま
す
。
今
回
提
案
し
た

４
件
は
、
第
３
回
協
議
会
で

協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
合
併
の
方
式

「
合
併
の
方
式
」

に
は
、
新
設
合
併

と
編
入
合
併
の
２

つ
の
形
態
が
あ
り

ま
す
。
新
設
合
併

は
２
つ
以
上
の
市

町
村
を
廃
止
し

て
、
そ
の
区
域
に

新
た
に
１
つ
の
市

町
村
を
置
く
こ
と

で
、
対
等
合
併
と

も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
編
入

合
併
は
、
１
つ
以

上
の
市
町
村
を
廃

止
し
て
、
そ
の
区

域
を
他
の
市
町
村

の
区
域
に
編
入
す

る
こ
と
で
、
吸
収
合
併
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
調
整
方

針
案
は
、「
伊
勢
市
、
度
会

郡
二
見
町
、
小
俣
町
及
び
御

薗
村
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を

も
っ
て
新
し
い
市
を
設
置
す

る
新
設（
対
等
）合
併
と
す
る
」

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
合
併
の
期
日

さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
や
住

民
と
の
合
意
形
成
に
要
す
る

時
間
、
あ
る
い
は
協
議
会
の

進
捗
状
況
な
ど
、
総
合
的
に

判
断
し
て
期
日
を
決
定
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
合
併

特
例
法
の
適
用
を
受
け
る
た

め
に
は
、
平
成
17
年
３
月
31

日
ま
で
に
合
併
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
合
併

特
例
法
の
改
正
案
で
「
平
成

17
年
３
月
31
日
ま
で
に
議
会

の
議
決
を
経
て
、
知
事
に
合

併
の
申
請
を
行
い
、
平
成
18

年
３
月
31
日
ま
で
に
合
併
し

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
合
併
特
例
法
の
規
定
を
適

用
す
る
。」
と
い
う
経
過
措

置
が
採
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

調
整
方
針
案
は
、「
現
行
の

合
併
特
例
法
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
期
限
内
で

の
合
併
を
目
標
と
す
る
。
な

お
、
具
体
的
な
合
併
期
日
に

つ
い
て
は
、
改
め
て
協
議
す

る
」
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
新
市
の
名
称

調
整
方
針
案
は
、「
新
設

合
併
の
場
合
、
新
市
の
名
称

は
協
議
会
に
お
い
て
協
議
の

う
え
、
決
定
す
る
」
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
新
設
合
併
の

場
合
に
は
市
町
村
の
法
人
格

が
消
滅
す
る
た
め
、
新
市
の

名
称
に
つ
い
て
の
協
議
が
必

要
で
す
。
他
の
地
域
で
は
、

地
域
の
歴
史
・
文
化
や
地
理

的
特
性
、
知
名
度
、
定
着
度
、

公
募
の
結
果
等
か
ら
、
住
民

の
一
体
感
を
醸
成
し
や
す
く
、

対
外
的
に
も
覚
え
や
す
い
名

称
を
選
択
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
委
員
か
ら
は
、
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

考
え
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

■
新
市
の
事
務
所
の
位
置

調
整
方
針
案
は
、「
１
．
新

市
の
事
務
所
の
位
置
は
現
伊

勢
市
役
所
と
す
る　

２
．
二

見
町
、
小
俣
町
及
び
御
薗
村

の
現
庁
舎
は
地
域
振
興
機
能

を
有
す
る
総
合
支
所
と
し
て

活
用
し
、
一
部
分
庁
方
式
と

す
る
」
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

新
設
合
併
の
場
合
に
は
、
新

た
に
新
市
の
事
務
所
を
決
め

る
必
要
が
あ
り
、
事
務
所
の

位
置
は
、
地
方
自
治
法
に
お

い
て
も
「
事
務
所
の
位
置
を

定
め
る
場
合
に
は
、
住
民
の

利
用
に
最
も
便
利
で
あ
る
よ

う
に
、
交
通
事
情
、
他
の
官

公
署
と
の
関
係
等
に
適
当
な

考
慮
を
払
い
、
条
例
で
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼新市建設計画作成体制

 伊勢地区合併協議会

 伊勢地区合併協議会事務局
 ・新市建設計画の総合調整、作成進行管理、各種情報収集・提供

 ・自市町村の総合調整

住民意見
 
・出前トー
　ク、住民
　説明会等
　の開催に
　よる住民
　意見の反
　映

・県事業の
　調整
・協議

三重県

 【各市町村合併担当】

 【事業担当専門部会】

 協議会委員の内、学識者11名

（規約第７条第１項第４号委員）で構成

・新市建設計画案の総合的な検討

 ・市町村企画・財政担当課長（素案の調査検討）

市町村企画担当係長

協議会事務局担当者

市町村財政担当係長

協議会事務局担当者

・新市建設計画全般

  の調整・検討

・財政計画の調整・

  検討

 【新市建設計画作成小委員会】

新市建設計画作成検討ワーキングチーム

企画グループ 財政グループ

 ・新市事業検討及び既存事業の整理
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市町村合併について

ご意見をお寄せください

◇該当するところを○で囲んでください。

【住所】　伊勢市・二見町・小俣町・御薗村

その他

【性別】　男　・　女

【年齢】　10代・20代・30代・40代

50代・60代・70歳以上

伊勢地区合併協議会では、市町村合併に関
するご意見やご提案、協議会だよりをご覧
いただいた感想など、皆様からのお便りを
募集しています。
この用紙を点線部分で切り取り、のりで貼
り付けてポストに投函してください（切手
は不要です）。なお、お寄せいただいたご
意見等は、協議会だよりやホームページに
掲載させていただくことがあります。

お願い！……楷書で丁寧にお書きください

ご意見記入欄

●このご意見を公表してよろしいですか。

はい　・　いいえ

の　り　し　ろ

の　

り　

し　

ろ

の　

り　

し　

ろ

た　に　折　り

キ

リ

ト

リ

線

キ

リ

ト

リ

線

市町村合併の手続きの流れ

届　出「伊勢地区合併協議会」設置

合　併　協　定

合　併　申　請

新　市　誕　生

合併に関する
協　　　　議

【三重県】 【国（総務大臣）】【合併関係市町村】

協　議
・合併協定項目
 の協議
・事務事業の
 一元化調整

新市建設計画
作　　　　成

・基本方針
・主要事業
・財政計画
 　　　など

回　答

報　告 報　告

申　請 協　議

県議会

合併の決定 届　出

告　示

同　意

伊勢市
議　会

二見町
議　会

小俣町
議　会

御薗村
議　会

合併の効力発生

▼協議会は、会長と23名の委員で構成します
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この「協議会だより」は再生紙100％を使用しています。

各市町村の合併担当窓口

■ 伊勢市市町村合併推進課
 TEL 0596-21-5538　FAX 0596-21-5605
 E-mail　gpk-ise@crocus.ocn.ne.jp

■ 二見町企画課
 TEL 0596-42-1111　FAX 0596-43-3754
 E-mail　info@town.futami.mie.jp

■ 小俣町総務課
 TEL 0596-22-7858　FAX 0596-22-3454
 E-mall　info@town.obata.mie.jp

■ 御薗村企画室
 TEL 0596-22-0235　FAX 0596-28-2404
 E-mail　misono@amigo.ne.jp

協議会を構成している各市町村の合併担当窓口は
次の通りです。

■ 伊勢地区合併協議会
 〒516-O021　伊勢市朝熊町字鴨谷4383-4
 三重県営サンアリーナ内

 TEL 0596-21-1020　FAX 0596-21-1022
 E-mail:ise-gappeikyogi@crocus.ocn.ne.jp
 URL　http://www10.ocn.ne.jp/̃ifom-gpk/

協議会事務局

今後の協議会開催予定
－ どなたでも傍聴できます －

キ

リ

ト

リ

線

や　ま　折　り

返信用封筒の作り方

この部分は、協議会へのご意見送付用封筒と
してご利用いただけます。
図のように切り取ってのりでとめてください。

紙
面

のりでとめて
ください。

市町村合併に
関するご意見を
お寄せください。

料金受取人払
伊勢局承認

23
届出有効期間
平成１７年３月
末日まで　　

5 1 6 8 7 9 0

伊勢市朝熊町字鴨谷4383-4
三重県営サンアリーナ内

伊勢地区合併協議会事務局　行

のりしろ→

－ 8 －

キ

リ

ト

リ

線

これまでの協議会での協議事項などは、随時、ホー
ムページでより詳しく紹介しています。皆さん、ご
覧ください。

■第2回協議会
　平成16年5月27日（木） 13：30～
　伊勢市生涯学習センター「いせトピア」

■第3回協議会
平成16年6月10日（木） 13：30～
県営サンアリーナ内・国際会議場

■第4回協議会
平成16年6月24日（木）  13：30～
県営サンアリーナ内・国際会議場

＊上記の日程などはあくまでも予定です。傍聴
を希望される方は、事前に協議会事務局（
21-1020）で日時・会場などをご確認くだ
さい。


